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第４１回運動会が行われました 

令和２年１０月４日（日）第４１回運動会が行われました。 

８月２１日（金）から約６週間、児童は練習や準備に 

頑張ってきました。 

運動会が終わってから約３週間が過ぎましたが、大きな 

行事をやり遂げたことで、児童が成長したと思います。 

 児童の成長の内容としては、まず、一人一人の児童の 

頑張りです。疲れや暑さで、練習に意欲的に取り組めない 

ときや、気持ちが集中できないときもあったと思います。 

それにもかかわらず日々の練習をみんなが頑張りました。 

このことを自分の自信にしてください。 

次に、協力するということです。団体演技はみんなに 

合わせて表現する活動です。よく周りの人のことを考えることができたと思います。 

応援合戦もそうです。上級生は下級生の様子を見ながらよくまとめました。 

下級生は上級生によく協力することができました。 

以上のように、自分は頑張れること、そして周りの人のことを考えて協力できること、 

多くの児童が、このことを経験できたと思います。その経験を、これからの学校生活の中で、 

エネルギーにして色々なことにチャレンジしていってください。 

 
秋深まる日々の授業を大切に 

この時期は一層秋の様子が深まってきます。校内でも多くの葉が 

色づいてきました。来週からの１１月は学習に打ち込める時期です。 

『勉学に努力する秋』『読書の秋』とも言われます。日が暮れるのも 

早くなってきます。家庭では学習や読書に取り組む時間を大切にして 

ください。家庭での学習を充実させるためには取り組む内容が大切です。明らかになった課題を

もとにして自分にあった学習方法で苦手な分野を克服し自分の力を伸ばす努力を粘り強く続けて

ください。取り組む内容を見つけるためには日々の授業を大切にすることです。授業は気づきの

出発点です。授業を大切にして、すべての授業に対して前向きに取り組むことを期待します。 

 

霜月（しもつき）について 

霜月は１１月のことです。１１月は１年のうちで最も変化があり日本の風土を象徴する月です。

初旬はまだ青空高く秋晴れの好天気が続きますが、立冬を過ぎると、朝晩の気温が下がり寒さを

感じるようになります。中旬には霜が降りはじめ木々が華やかな黄葉や紅葉の色彩りを濃くして

いきます。下旬は落葉が舞い、初雪の便りも聞かれ、寒い冬の到来が近いことを知らせます。 

 

 

 

 



文化の日について 
１１月３日は文化の日です。文化の日の趣旨は「自由と平和を 

愛し文化を進める日」ということです。この文化の日には、文化に 
大きく貢献した人の栄誉をたたえ文化勲章を贈ったり文化功労者 
として表彰したりしています。また、昭和２１（１９４６）年 

１１月３日に、日本国憲法が公布されました。 

 

将来にむけて 

日本ＦＰ協会による昨年度の小学生の「将来なりたい職業」は以下のようです。ベスト１０ 

の上位には男子はスポーツ関連の職業、女子は医療関係の職業が示されています。 

ディズニーランドの創設者であるウォルト・ディズニーさんは「夢見ることができれば、 

それは実現できる。」と言っておられます。将来の職業選択に目標をもつことが、自分を 

見つめるきっかけとなったり、学習への意欲の向上につながっていく場合もあります。 

児童の夢が育まれるような教育活動の充実に努めてまいります。 

【小学生の「将来なりたい職業」（令和元年度）】 

男子                              女子 

順位 （前回）                順位 （前回） 

１位 （２）サッカー選手・監督       １位 （２）看護師 

２位 （１）野球選手・監督       ２位 （１）獣医 

３位 （３）医師            ３位 （３）保育士 

３位 （５）会社員・事務員       ３位 （５）医師 

５位 （４）ゲーム制作関連       ５位 （４）美容師 

６位 （18）大工            ６位 （18）パティシエ 

７位 （７）建築士           ７位 （７）薬剤師 

８位 （11）警察官・警察関係      ８位 （11）教師 

９位 （14）料理人・シェフ       ９位 （14）作家・小説家 

10位 （10）科学者・研究者         10位 （10）ファッションデザイナー 

 

１１月の気象・木枯らし 

「木枯らし（こがらし）」とは、日本の太平洋側地域において晩秋から初冬の間に吹く風速８m/s

以上の北寄り（北から西北西）の風のことで、冬型の気圧配置になったことを示す現象です。 

「凩（こがらし）」とも表記されます。日本の気象庁では１０月半ばから１１月末にかけて西高

東低の冬型の気圧配置になった時、北よりの風速８m/s以上の風が吹くと、その風を「木枯らし」

と認定します。そして毎秋最初の木枯らしを「木枯らし一号（こがらしいちごう）」として発表

します。統計では、例年１１月１０日前後に「木枯らし一号」が吹き始めます。「木枯らし二号」

もあり得ますが、発表は行われません。なお、「木枯らし一号」は関東地方（東京）と近畿地方

（大阪）でしか発表されません。 

＊小学校のホームページには、カラー版の『中宮北小だより』を掲載しています。 

 

 

 


